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はじめに 

 

 ＬＰガスは、日本のエネルギー政策においてクリーンで災害に強い分散型エネルギーと

して国民生活に必要なエネルギーであると認知されており、総合エネルギー調査会の長期

エネルギー需給見通しにおいても、そのクリーン性から２０３０年にむけて需要量の増加

が見込まれています。そのクリーン性は、平成１７年２月に発効された京都議定書や本年

４月に施行される改正省エネ法等において、ＬＰガス業界に省エネ情報の提供や省エネ機

器の普及などの果たす役割が求められています。 

  

一方ＬＰガス業界を取り巻く環境は、２月にサウジＣＰはプロパンガスが６２２＄まで

高騰するなど輸入価格が高値安定の状況が続いています。国内的には、電気・都市ガスな

どの料金自由化が進展し、エネルギー間競争が激化しています。また需要面からは、少子

高齢化等により単位消費量が減少しており、新規の需要を開発する必要がある事など等大

きな課題が山積しています。 

 

 このような状況下において、ＬＰガス業界は、流通の合理化により強靱な経営体質のも

とでエネルギー間競争に打ち勝ち、更に消費者への質の高いサービスを提供することが必

要不可欠であります。 

  

バルク・シリンダー共通フォーマットの作成及びシステムツールの開発は、（財）エル

ピーガス振興センターが経済産業省資源エネルギー庁から委託を受け、ＬＰガスの一層の

普及と消費者利益を増進し、更に環境保全に貢献するために、ＬＰガスの流通コストを低

減する事を目的として、同センター内にバルク供給システム調査研究委員会を設置し作

成・開発をしたものです。本委員会で作成したバルク・シリンダーの共通フォーマットが

ＬＰガス業界のデファクトスタンドードとなり、日本におけるＬＰガスの発展に貢献する

こととなれば幸いです。 
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１．共通フォーマット作成の目的 

ＬＰガスは我が国のエネルギーの中でクリーンな必要不可欠なエネルギーであります。Ｌ

Ｐガスが消費者利益の増進と環境保全に貢献するためには、コスト面でも他エネルギーとの

競争に打ち勝つ必要があります。そのためには、ＬＰガスの共同充てん・共同配送を実施し、

配送コストの低減化を図ることが不可欠であります。よって、シリンダー・バルクの共同充

てん・共同配送を行うための支援ツールを開発し、ＬＰガス事業者に提供することにより、

物流の合理化を促進し、コストの低減化に貢献することを目的としています。 

 

２．作成に至った背景 

  （財）エルピーガス振興センターの平成８年度流通合理化要素技術調査による交錯削減効

果のシミュレーション分析結果によると、全国のＬＰガスに要する配送経費は１，８８０億

円であり、交錯配送可能削減額は１８７億円（約１０％）が削減可能であるとの結果が出て

います。 

配送効率のアップを図るために、事業者間の共同配送・業務提携を推進し、交錯配送を解

消する必要があります。（図―１） 

 

Ａ社

Ｃ社 Ｄ社

Ｂ社

消費者

各社で地区割りを行ない、交錯配送解消各社で地区割りを行ない、交錯配送解消

Ａ社

Ｃ社 Ｄ社

Ｂ社

消費者

 

ＬＰガス配送の現状と交錯配送の解消方法（図―１） 

 

現状共同配送を実施するためには、ＬＰガス販売事業者各社間で、配送指示や結果の情報

交換を行わなければなりませんが、各社間の受委託件数も多く発生することより手作業は無
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理であり、各社の情報管理システムであるコンピュータを接続し情報交換を行なう必要があ

ります。しかし、各事業者の情報管理システムであるコンピュータは各社各様の仕様となっ

ているので、そのままの状態では通信上で配送指示・結果等々の情報交換ができないのが現

実です。（図－２） 

 

各社独自にシステムを開発各社独自にシステムを開発

互換性がない

現状 他システムと情報交換が出来ない

システムを利用した共同配送が出来ない

各社の情報管理システムの各社の情報管理システムの実態実態

 

各社の情報管理システムの現状（図―２） 
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３．作成物の詳細 

共通フォーマットは、各事業者間のシステムに互換性を持たせるために、データ交換を可

能にするための取り決め事項、条件等をまとめたものです。この共通フォーマットを基に作

成されたコンバートプログラムによりお互いの既存システムをつなぐ事が可能となります。 

 

Oracle
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・・・etc

【各企業の既存システム】 【共通フォーマットより作成】
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各社間のコンピューターでデータ交換を行なう場合には、システムに互換性を持たせる必要がある。
そのため、共通化させるための取り決め事項、条件等をまとめたもの。
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【各企業様の既存システム】

共通フォーマット共通フォーマット

 

共通フォーマットとは（図―４） 

 

共通フォーマットを利用することにより、各社の既存システムは変更せず、受委託配送

が可能となるため、新たに社員教育をする必要はありません。 

また、（財）エルピーガス振興センターの共通フォーマットを全国統一システムとする

ことにより、各社は１度だけコンバートプログラムを作成するだけでよく、無駄なコスト

と時間の浪費を回避することが出来ます。（図―５）（図―６） 
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・・

（財）エルピーガス振興センター仕様の（財）エルピーガス振興センター仕様の
共通フォーマット利用の利点共通フォーマット利用の利点

A社 D社 E社B社 C社

LPGCシステム
にコンバート

LPGCシステム
にコンバート

LPGCシステム
にコンバート

LPGCシステム
にコンバート

LPGCシステム
にコンバート

他社と受委託配送開始時には、各社すべて１度はＬＰＧＣの
共通フォーマットによるコンバートプログラムを作成する。

（財）エルピーガス振興センター（ＬＰＧＣ）の共通フォーマットを利用すると（財）エルピーガス振興センター（ＬＰＧＣ）の共通フォーマットを利用すると

☆．ＬＰガス業界が、ＬＰＧＣの共通フォーマットを全国統一☆．ＬＰガス業界が、ＬＰＧＣの共通フォーマットを全国統一

システムにすると、複数の共同充てん・システムにすると、複数の共同充てん・配送配送を利用するを利用する

場合も１つのコンバートプログラム作成だけで済み、無駄場合も１つのコンバートプログラム作成だけで済み、無駄

なコストと時間の浪費が避けられる。なコストと時間の浪費が避けられる。

 

ＬＰＧＣ仕様の共通フォーマット利用の利点①（図―５） 

 

統一した共通フォーマットの存在がないと統一した共通フォーマットの存在がないと

A社

B社 C社

A社システムにコンバート A社システムにコンバート

D社

E社 F社

D社システムにコンバートD社システムにコンバート

Ａグループ Ｄグループ

と 間で再度共同配送を実施しようとするとＡグループ Ｄグループ

どちらかが、再度相手方に合わせたコンバートプログラム
を作成する必要がある。

 

ＬＰＧＣ仕様の共通フォーマット利用の利点②（図―６） 
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４．ＬＰＧＣ共通フォーマット 

ＬＰＧＣ共通フォーマットはバルク共通フォーマットとシリンダー共通フォーマットがあ

ります。 

（１）でバルク共通フォーマットファイル構成内容について、（２）でシリンダー共通フォ

ーマットファイル構成内容について記載しました。 

（３）についてはＬＰＧＣ共通フォーマットは、当初バルクの共通フォーマットを作成し、

その後にシリンダーの共通フォーマットを追加作成したため、シリンダー関係のコンバート

プログラムを作成する場合、シリンダーとバルクの両方の共通フォーマットを確認する必要

がありましたので、シリンダー共通フォーマットを使用する場合の使用方法を記載しました。 

（４）では特に使用範囲が高いと判断された、「検針結果データ」と、「シリンダー配送結

果データ」の運用の手引きを記載しました。 

（５）にバルク共通フォーマットレイアウト、（６）にシリンダー共通フォーマットレイア

ウトを記載しました。 

また、各ファイル（ＣＳＶ形式）は総て表計算ソフトウェアのＥｘｃｅｌ（エクセル）等

でも簡単に扱える構成としており、実用上専門的なコンピュータの知識が無い人でも簡単に

結果の統集計や結果の印刷やグラフ化などの表計算が可能かつ、簡単なデータベースも構築

が可能です。各ファイルのレコード長は最後に適当な予備を用意して可変長のファイル構成

になります。 

 

（１）バルク共通フォーマットについて 

平成１５年度にＥｘｃｅｌ形式の初版を作成しましたが、平成１６年度にＣＳＶ形式の

改訂版を作成いたしました。 

バルク供給共通フォーマットは以下に掲げる、１１個のファイル（ＣＳＶ形式）から構

成されています。 

①販売事業者マスタ     ８０１ 

②配送センターマスタ     ８０２ 

③バルク所有者マスタ     ８０３ 

④バルク容器データ     ８０４ 

⑤顧客更新データ     ８０５ 

⑥充てん指示データ     ８１６ 

⑦充てん結果データ     ８１７ 

⑧検針データ      ８１８ 

⑨供給設備点検データ     ８１９ 

⑩管理ファイル 

⑪送受信ログデータ 
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システム立ち上げ時に必要なファイルは①・②・⑩・⑪で、③・④・⑤は受委託開始

時に用意するか、委託側から受託側へ充てんを指示する⑥のデータと共に毎回送信して

も運用上は支障がありません。⑦・⑧・⑨のデータは充てん後に受託側から委託側へ送

信されるデータです。送受信されるデータはファイルの内容を識別する為に各ファイル

の先頭３桁に上記ファイル名後の括弧付き数字が入ります。⑩は委託側と受託側の関連

を管理するファイルで、⑪はお互いに送受信するファイルの管理を行うために使用され

ます。 

⑨の供給設備点検データ保安点検項目は別添付の点検項目一覧より不備箇所の当該番

号を選んで項目１より項目１６を使用して番号を埋めます。関連法規の改正当により点

検項目の変更が生じた場合には、点検項目番号３４以降を採番して使用するものと致し

ます。 

   

（２）シリンダー共通フォーマットについて 

平成１３年度に初版のシリンダー共通フォーマットを作成しましたが、環境変化により

項目の追加と一部修正が必要と判断し、現状に合わせた改訂版を作成しました。 

 

１）シリンダー共通フォーマット初版（平成１３年度）と改訂版の主な相違点 

主な追加と修正内容は以下の４点です。 

 ①委託事業者コードが５桁から２０桁に変更 

     事業者コード、委託事業者コード、受託者事業コードの項目内容で、上 

    ５桁は卸協コードとなっていますが、現在は（財）エルピーガス振興セン 

    ターで発行しています。 

 ②管理番号記入欄（委託事業者が採番）を設けた 

 ③同報通知先を３ヵ所設けた 

 ④鍵の有無詳細項目を設けた 

 

２）シリンダー共通フォーマットのレイアウト項目について 

シリンダー供給共通フォーマットは以下に掲げる、委託側から送信される９個のファイ

ル（ＣＳＶ形式）と受託側から送信される８個のファイル（ＣＳＶ形式）から構成されて

います。 

また、システム立ち上げ時に必要なファイルである販売事業者マスタ（８０１）、配送セ

ンターマスタ（８０２）、管理ファイル（８０９）、送受信ログデータは、バルク供給共通

フォーマットと共通となっています。 

   

＜委託側より送信されるデータ＞ 
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①顧客データ（新規・修正・削除）         ７０１ 

②顧客データ（更新）               ７０２ 

③集中監視委託データ１（新規・修正・削除）    ７０３ 

④集中監視委託データ２（更新）          ７０４ 

⑤検針依頼データ                 ７０５ 

⑥充てん依頼データ                ７０６ 

⑦配送委託データ                 ７０７ 

⑧設置済容器データ                ７０８ 

⑨容器情報データ                 ７０９ 

 

＜受託側より送信されるデータ＞ 

①検針結果データ                 ７１０ 

②充てん結果データ                ７２０ 

③配送結果データ                 ７３０ 

④引上げ容器データ                ７４０ 

⑤納入容器データ                 ７５０ 

⑥容器交換時等供給設備点検データ         ７６０ 

⑦集中監視データ１（管理データ）         ７７０ 

⑧集中監視データ２（緊急データ）         ７８０ 

 

３）シリンダー共通フォーマットの使用方法について 

当初バルクの共通フォーマットを作成し、その後にシリンダーの共通フォーマットを追

加作成したため、シリンダー関係のコンバートプログラムを作成する場合、シリンダーと

バルクの両方の共通フォーマットを確認する必要がありましたので、シリンダー共通フォ

ーマットを使用する場合の使用方法を記載いたします。 

 

ＬＰＧＣ共通フォーマットは使用方法から分ける都３つに分類されたファイル項目より

構成されている。 

 

■シリンダーとバルクに共通して使用されるファイル 

① 顧客データ：識別コード“７０１” 

② 顧客データ・更新：識別コード“７０２” 

③ 集中監視委託データ：識別コード“７０３” 

④ 集中監視委託データ２・更新：識別コード“７０４” 

  集中監視委託データ修正項目一覧表 
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⑤ 検針委託データ：識別コード“７０５” 

⑥ 検針結果データ：識別コード“７１０” 

⑦ 集中監視データ１（管理データ）：識別コード“７７０” 

⑧ 集中監視データ２（緊急データ）：識別コード“７８０” 

  管理ファイル 

  送受信ログデータ 

 

■シリンダーのみに使用するファイル 

① 配送委託データ：識別コード“７０７” 

② 設置済容器データ：識別コード“７０８” 

③ 容器情報データ：識別コード“７０９” 

④ 配送結果データ：識別コード“７３０” 

⑤ 引上げ容器データ：識別コード“７４０” 

⑥ 納入容器データ：識別コード“７５０” 

⑦ 容器交換時等供給設備点検データ：識別コード“７６０” 

 

■バルクのみに使用されるファイル 

① 充てん依頼データ：識別コード“７０６” 

② 充てん結果データ：識別コード“７２０” 

  バルク受入れ設備の充てん時点検項目 
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（３）運用の手引き 

  特に使用範囲が高いと判断された、「検針結果データ」と、「シリンダー配送結果データ」

の運用の手引きを記載しました。 

 

 

ＬＰＧＣ共通フォーマット「検針結果データ」「シリンダー配送結果データ」 

運用の手引き 

 

お互いに委受託を行う振り分けシステムにおいて制限事項の説明と運用における留意点

を記す。 

 

この共通フォーマットで扱われるファイルは全てＲＦＣ（Request For Comments）－４

１８０で公開されている。ＣＳＶ（シーエスブイ）Comma Separated Values形式のファ

イルを用いる。ここでは、レコードの先頭と最終が半角の数値項目の場合は“，”は省く。

半角の英数値項目や全角の文字の場合は“，”の前後に（”）を挿入する。 

 

例として 

検針結果データ（710）は以下のようになります。 

710,”01003”,”010205531000”,”01502”,”30104031000”,”60118011”,0,”0150

1”,,,,,,,,,,,2,,20051214,728.8,17.5,,,,,,20051215,,,0 

 

委託事業者(01502)顧客コード(30104031000)より委託を受けた受託事業者(01003)顧客

コード(010205531000)と同報先(01501)へ 2005 年 12 月 14 日にハンディで実施した検針

を指針値 728.8使用量 17.5㎥で 2005 年 12月 15日にデータを作成した。 

 

シリンダー配送結果データは以下のようになります。 

730,"01501","01015001000","01003","102055020000","60211001",0,"01502",,," 山 部

鉄 治 "," 札 幌 市 白 石 区 東 札 幌 三 条 １ 丁 目 １ 番 １ ８ 号 "," Ｈ Ｅ ビ ル

","011-822-0171","103-F-5","30104",20060208,325.4,20060207,324.9,50,2,,,,,50,2

,,,,,,,,20060211,,,0 

 

委託事業者(01003)顧客コード(102055020000)より委託を受けた受託事業者(01501)顧客

コード(01015001000)と同報先(01502)へ 2006 年 02 月 08 日に配送を指示され、2006 年

02 月 07 日に実施した配送を指針値 324.9 引上げ容器 50Kg・02 本納入容器 50Kg・02 本

で 2006年 02月 11日にデータを作成した。 
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１．「検針結果データ」について 

（１）受託側から委託側に送信されるデータの共通項目について＞ 

検針結果データを含めた、受託側から委託側に送信されるデータの共通項目の

制限事項と運用における留意点は以下の通りである。 

 

項目№１：識別コードを入力 

データの種類を区別する半角３桁の数字コード 

検針結果データは「710」を挿入する。 

項目№２：委託事業者コード 

        委託する事業者を区別する半角２０桁の英数字コードで、上５桁は（財）

エルピーガス振興センター（以降はＬＰＧＣと呼称する）が管理するコー

ドを採用し、それ以降は最大１５桁まで、委託する事業者の会社、グルー

プ及び組織で採用している事業所を区別するコードを挿入する。２０桁に

満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№３：委託事業者顧客コード 

        委託する事業者が使用している顧客を区別する半角２０桁の英数字コード、

２０桁に満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№４：受託事業者コード 

受託する事業者を区別する半角２０桁の英数字コードで、上５桁はＬＰＧ

Ｃが管理するコードを採用し、それ以降は最大１５桁まで、受託する事業

者の会社、グループ及び組織で採用している事業所を区別するコードを挿

入する。２０桁に満たない場合はカンマ“，”括る。 

項目№５：受託事業者顧客コード 

受託する事業者が使用する顧客を区別する半角２０桁の英数字コード、項

目№３：委託事業者顧客コードと同様であれば挿入する必要はない、２０

桁に満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№６：管理番号 

当該データ作成時に受託事業者が採番する半角８桁の英数字の連続する

ユニークなコードを挿入する。委受託双方ともに必要が無ければ挿入する

必要は無い。 

項目№７：同報正副区分 

通常は正報である半角の“０”を挿入するが、同報通知をサーバーに委ね

ない場合は同報先の副報を通知するレコードに半角の“１”を挿入する。 

項目№８：同報通知事業者コード１ 
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副報を通知する必要がある事業所を区別する半角２０桁の英数字コード

で、 上５桁はＬＰＧＣが管理するコードを採用する。それ以降は最大１

５桁まで、通知される事業者の会社、グループ及び組織で採用している事

業所を区別するコードを挿入する。同報正副区分に“１”を挿入したレコ

ードには、項目№４：委託事業者コードを挿入する。２０桁に満たない場

合はカンマ“，”で括る。 

項目№９：同報通知事業者コード２ 

同報通知事業者コード１に同じ 

項目№10：同報通知事業者コード３ 

同報通知事業者コード１に同じ 

 

（２）受託側から委託側に送信されるデータの共通項目以外について 

検針結果データを含めた、受託側から委託側に送信されるデータの共通項目以

外の制限事項と運用における留意点は以下の通りである。 

 

項目№11：顧客氏名（漢字） 

全角 20 桁の漢字項目でお互いにマスター項目を持ち合う場合や、不要の

場合は挿入する必要が無い。 

項目№12：顧客住所１（漢字） 

全角 30 桁の漢字項目でお互いにマスター項目を持ち合う場合や、不要の

場合は挿入する必要が無い。 

項目№13：顧客住所２（漢字） 

全角 30 桁の漢字項目、番地以降のビル名や建物の名前等でお互いにマス

ター項目を持ち合う場合や不要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№14：顧客電話番号 

xxx-xxx-xxxx、xxx(xxx)xxxx 等、形式は自由な 13 桁の半角英数字ｶﾅ項目

だが、伝票等への表示及び第三者が知り得る環境等の管理には個人情報等

の取り扱いについて委受託双方の認識を覚書等の取り交わしを含め事前

に確認をする必要のある項目で、お互いにマスター項目を持ち合う場合や

不要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№15：地図情報 

消費者の住所を管理する地図等での管理番号で（地図帳№・ページ・縦軸

№・横軸№）10桁の半角の英数字ｶﾅ項目、お互いにマスター項目を持ち合

う場合や不要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№16：検針担当者コード 
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当該消費者宅の検針業務を担当するスタッフの管理番号で５桁の英数字ｶ

ﾅ項目で、お互いにマスター項目を持ち合う場合や不要の場合は挿入する

必要が無い。 

項目№17：検針予定日 

当該消費者宅の検針実施予定日をいい、お互いにマスター項目を持ち合う

場合や、運用の方法によっては,20080200,や,200802,でも良いし、不要で

あれば挿入する必要が無い。 

項目№18：検針予定指針 

当該消費者宅の検針予定日の予定指針をいい、運用方法により不要であれ

ば挿入する必要は無い。 

項目№19：検針区分 

検針を行う方法を区分する。不要であれば挿入する必要は無い。 

項目№20：前回検針日 

前回の検針実施日で、不要であれば挿入する必要は無い。 

項目№21：前回検針指針 

前回の検針指針、不要であれば挿入する必要は無い。 

項目№22：今回検針日 

当該消費者の検針実施日 

項目№23：今回検針指針 

当該消費者宅の検針指針。 

項目№24：今回使用量 

前回検針から今回検針までの差。 

項目№25：今回検針者コード 

当該消費者宅を検針した担当スタッフの管理コードで半角５桁の英数字ｶ

ﾅ項目、不要であれば挿入する必要は無い。 

項目№26：メータ交換区分 

前回の検針日より今回の検針日までの間にメータ交換が予定されている

場合で、検針の依頼があった時点でメータ交換のデータが取得されていれ

ば‘１’を挿入する、取得不可の場合は‘２’を挿入する。不要であれば

挿入する必要は無い。 

項目№27：メータ交換日 

当該消費者宅のメータを取り替えた日、不要であれば挿入する必要がない。 

項目№28：メータ交換前指針 

メータ交換で引き揚げたメータの指針、不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№29：メータ交換後指針 
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メータ交換で取り付けたメータの指針、不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№30：作成年月日 

当該レコードの作製した年月日、不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№31：送信年月日 

当該レコードの送信年月日、振り分けサーバーを経由する場合はサーバー

側で自動的に挿入される。不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№32：送信時刻 

当該レコードの送信時刻、振り分けサーバーを経由する場合はサーバー側

で自動的に挿入される。不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№33：バージョン№ 

レコードの版番号で、通常は‘０’だが、同一内容のレコードを作製する

度に＋１を行う、最大 10回までだが、不要であれば挿入する必要は無い。 
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図表５ 検針結果データ（ＣＳＶ方式） 

検針結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 710

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁振興センターコード､以降受託事業者内部コー
ド

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁振興センターコード､以降委託事業社内部コー
ド

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 検針担当者コード X 5

17 検針予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

18 検針予定指針 9 6
小数点以下１位

19 検針区分
１．自動検針　２．ハンディ　３．伝票　９．その他

20 前回検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

21 前回検針指針 9 6
小数点以下１位

22 今回検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

23 今回検針指針 9 6
小数点以下１位

24 今回使用量 9 6
小数点以下１位

25 今回検針者コード X 5

26 メータ交換区分 X 1
１．良　２．否

27 メータ交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

28 メータ交換前指針 9 6
小数点以下１位

29 メータ交換後指針 9 6
小数点以下１位

30  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

31  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

33 バージョンNO 9 1
０～９  
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２．「シリンダー配送結果データ」について 

（１）受託側から委託側に送信されるデータの共通項目について 

シリンダー配送結果データを含めた、受託側から委託側に送信されるデータの

共通項目の制限事項と運用における留意点は、委託事業者の項目と受託事業者の

項目が反転するだけである（項目№２～３と項目№４～５が入れ替わる）。留意事項の

内容は以下の通り、全て委託側から受託側に送信されるデータの共通項目と同様

である。 

 

項目№１：識別コードを入力 

データの種類を区別する半角３桁の数字コード 

シリンダー配送結果データは「730」を挿入する。 

項目№２：委託事業者コード 

        委託する事業者を区別する半角２０桁の英数字コードで、上５桁は（財）

エルピーガス振興センター（以降はＬＰＧＣと呼称する）が管理するコー

ドを採用し、それ以降は最大１５桁まで、委託する事業者の会社、グルー

プ及び組織で採用している事業所を区別するコードを挿入する。２０桁に

満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№３：委託事業者顧客コード 

        委託する事業者が使用している顧客を区別する半角２０桁の英数字コード、

２０桁に満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№４：受託事業者コード 

受託する事業者を区別する半角２０桁の英数字コードで、上５桁はＬＰＧ

Ｃが管理するコードを採用し、それ以降は最大１５桁まで、受託する事業

者の会社、グループ及び組織で採用している事業所を区別するコードを挿

入する。２０桁に満たない場合はカンマ“，”括る。 

項目№５：受託事業者顧客コード 

受託する事業者が使用する顧客を区別する半角２０桁の英数字コード、項

目№３：委託事業者顧客コードと同様であれば挿入する必要はない、２０

桁に満たない場合はカンマ“，”で括る。 

項目№６：管理番号 

当該データ作成時に受託事業者が採番する半角８桁の英数字の連続するユ

ニークなコードを挿入する。委受託双方ともに必要が無ければ挿入する必

要は無い。 

項目№７：同報正副区分 

通常は正報である半角の“０”を挿入するが、同報通知をサーバーに委ね
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ない場合は同報先の副報を通知するレコードに半角の“１”を挿入する。 

項目№８：同報通知事業者コード１ 

副報を通知する必要がある事業所を区別する半角２０桁の英数字コードで、

上５桁はＬＰＧＣが管理するコードを採用する。それ以降は最大１５桁ま

で、通知される事業者の会社、グループ及び組織で採用している事業所を

区別するコードを挿入する。同報正副区分に“１”を挿入したレコードに

は、項目№４：委託事業者コードを挿入する。２０桁に満たない場合はカ

ンマ“，”で括る。 

項目№９：同報通知事業者コード２ 

        同報通知事業者コード１に同じ 

項目№10：同報通知事業者コード３ 

        同報通知事業者コード１に同じ 

 

（２）受託側から委託側に送信されるデータの共通項目以外について 

検針結果データを含めた、受託側から委託側に送信されるデータの共通項目以

外の制限事項と運用における留意点は以下の通りである。 

 

項目№11：顧客氏名（漢字） 

全角 20桁の漢字項目でお互いにマスター項目を持ち合う場合や、不要の場

合は挿入する必要が無い。 

項目№12：顧客住所１（漢字） 

全角 30桁の漢字項目でお互いにマスター項目を持ち合う場合や、不要の場

合は挿入する必要が無い。 

項目№13：顧客住所２（漢字） 

            全角 30桁の漢字項目、番地以降のビル名や建物の名前等でお互いにマスタ

ー項目を持ち合う場合や不要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№14：顧客電話番号 

        xxx-xxx-xxxx、xxx(xxx)xxxx 等、形式は自由な 13 桁の半角英数字ｶﾅ項目

だが、伝票等への表示及び第三者が知り得る環境等の管理には個人情報等

の取り扱いについて委受託双方の認識を覚書等の取り交わしを含め事前に

確認をする必要のある項目で、お互いにマスター項目を持ち合う場合や不

要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№15：地図情報 

消費者の住所を管理する地図等での管理番号で（地図帳№・ページ・縦軸

№・横軸№）10桁の半角の英数字ｶﾅ項目、お互いにマスター項目を持ち合
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う場合や不要の場合は挿入する必要が無い。 

項目№16：担当者コード 

当該消費者宅の配送業務を担当するスタッフの管理番号で５桁の英数字ｶﾅ

項目で、お互いにマスター項目を持ち合う場合や不要の場合は挿入する必

要が無い。 

項目№17：配送予定日 

        当該消費者宅の配送実施予定日。 

項目№18：配送予定指針 

        当該消費者宅の配送予定日の予定指針をいい、運用方法により不要であれ

ば挿入する必要は無い。 

項目№19：配送日 

        配送を行った日。但し。納入容器数量１＋納入容器数量２＋納入容器数量

３の合計がゼロの場合は“パス”と判断する。 

項目№20：配送日指針 

        配送を行った日の指針。 

項目№21：引上げ容器容量１ 

        引上げた容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№22：引上げ容器数量１ 

        項目№21の容器の本数。 

項目№23：引上げ容器容量２ 

        引上げた容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№24：引上げ容器数量２ 

        項目№23の容器の本数。 

項目№25：引上げ容器容量３ 

        引上げた容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№26：引上げ容器数量３ 

        項目№25の容器の本数。 

項目№27：納入容器容量１ 

納入した容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№28：納入容器数量１ 

        項目№27の容器数量。 

項目№29：納入容器容量２ 

納入した容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№30：納入容器数量２ 

        項目№29の容器数量。 
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項目№31：納入容器容量３ 

納入した容器の容量（単位はＫｇ）。 

項目№32：納入容器数量３ 

        項目№31の容器数量。 

項目№33：次回配送指示日 

        何らかの事情により次回の配送日を指定する場合はここに挿入する、不要

の場合は挿入しない。 

項目№34：次回配送指示日指針 

        次回配送予定日の予定指針、不要であれば挿入する必要は無い。 

項目№35：次回配送サイクル日 

        当該消費者宅の配送サイクル日数を変更する場合はここで指定する、不要

であれば挿入する必要がない。 

項目№36：作成年月日 

        当該レコードの作製した年月日、不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№37：送信年月日 

当該レコードの送信年月日、振り分けサーバーを経由する場合はサーバー

側で自動的に挿入される。不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№38：送信時刻 

        当該レコードの送信時刻、振り分けサーバーを経由する場合はサーバー側

で自動的に挿入される。不要であれば挿入する必要が無い。 

項目№39：バージョン№ 

        レコードの版番号で、通常は‘０’だが、同一内容のレコードを作製する

度に＋１を行う、最大 10回までだが、不要であれば挿入する必要は無い。 

 

３．その他のデータについて 

各データの項目で注意を要する点は以下の通りである。 

 

① 各データの共通項目だけを満足すれば全ての項目を使用することは無く、相対する

事業者同士が必要とする項目を満足すれば運用できる冗長性の高い共通フォーマ

ットである。 

② 各データの項目№と項目数の合計は合致しない、例えばバルク充てん指示データ・

識別コード“８１６”の項目№21のバルク容器刻印番号は以降に続く項目№22バ

ルク容器記号と項目№23バルク容器番号及び項目№24予備の 3項目の総称をあら

わす。 

③ タイプ“Ｎ”は全角の漢字を含む英数字項目で、桁数は全角時の有効桁数を示して
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おり、例えば“２０”とある桁数は半角で40桁を表す。 

④ タイプ“Ｎ”の項目に全角と半角の混在を基本的には許可しないが、相対で運用に

支障をきたさないのであれば、これを容認する。 

⑤ 小数点のある項目は実際のデータに小数点“．”を挿入しても良いし、小数点を省

略して整数のみで交換を行い相対で小数点以下の桁数にあった取り扱いをしても構

わない。 

⑥ 振り分けサーバーを介しないでデータを送受信する場合は各データの後尾にある、

送信年月日及び送信時刻はデータ作成時に挿入しなければいけない。 

⑦ バージョン№はデータ送出側が同一内容のデータを再度送信する際に必ず“１”を

加えて送信する必要がある。同一内容のデータを最高は 10回まで再送することが

出来る。 

⑧ シリンダー配送の容器交換時等供給設備点検データとバルク供給設備点検データ

は点検項目内容に不備がある地点のレコードのみを作製して送信すること。 
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図表６ 配送結果データ（ＣＳＶ方式） 

配送結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 730

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁振興センターコード､以降受託事業者内部コー
ド

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁振興センターコード､以降委託事業者内部コー
ド

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13

15 　 地図情報 X 10
　

16 担当者コード X 5

17 　 配送日予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

18 　 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 　 配送日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20 　 配送日指針 9 6
小数点以下１位

21 　 引上げ容器容量１ 9 3
ＫＧ

22 引上げ容器数量１ 9 3
本

23 引上げ容器容量２ 9 3
ＫＧ

24 引上げ容器数量２ 9 3
本

25 引上げ容器容量３ 9 3
ＫＧ

26 　 引上げ容器数量３ 9 3
本

27 納入容器容量１ 9 3

28 納入容器数量１ 9 3

29 納入容器容量２ 9 3

30 納入容器数量２ 9 3

31 納入容器容量３ 9 3

32 納入容器数量３ 9 3

33 次回配送指示日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

34 次回配送指示日指針 9 6
小数点以下１位  
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（４）バルク共通フォーマットレイアウト（平成１８年５月改訂版） 

 ※Ｎｏ２（事業者コード）の項目内容で、上５桁は卸協コードとなっていますが、 

  現在は（財）エルピーガス振興センターで発行しています。 

  以下委託事業者コード、受託者事業コードも同じコードとなります。 

 

販売事業者マスタ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 801

2 　 事業者コード X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

3 　 事業者名称（漢字） Ｎ 20

4 　 事業者カナ名称 X 50
　

5 　 郵便番号 X 8

6 　 住所１ Ｎ 20

7 　 住所２ Ｎ 20

8 　 住所３ Ｎ 20

9 連絡責任者

10 　 　氏名 Ｎ 10

11 　 　電話番号 X 13
　

12 　 　ＦＡＸ番号 X 13
　

13 連絡担当者

14 　 　氏名 Ｎ 10
　

15 　電話番号 X 13
　

16 　 　ＦＡＸ番号 X 13
　

17 予備 X 　
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配送センターマスタ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 802

2 　 事業者コード X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

3 　 配送センターコード X 5

4 　 配送センター名称
（漢字）

Ｎ 30
　

5 　 配送センターカナ名称 X 50

6 　 郵便番号 X 8

7 　 住所１ Ｎ 20

8 　 住所２ Ｎ 20

9 　 住所３ Ｎ 20
　

10 連絡責任者

11 　 　氏名 Ｎ 10

12 　 　電話番号 X 13
　

13 　 　ＦＡＸ番号 X 13
　

14 連絡担当者

15 　 　氏名 Ｎ 10
　

16 　電話番号 X 13
　

17 　 　ＦＡＸ番号 X 13
　

18 　 予備 X  
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バルク所有者マスタ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 803

2 　 事業者コード X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

3 　 所有者コード有効桁数 9 2

4 　 所有者コード X 10
　

5 　 所有者名称（漢字） Ｎ 30

6 　 所有者カナ名称 X 50

7 　 郵便番号 X 8

8 　 住所１ Ｎ 20

9 　 住所２ Ｎ 20
　

10 　 住所３ Ｎ 20

11 　 ＦＡＸ番号 X 13
　

12 　 連絡責任者
　

13 　氏名 Ｎ 10

14 　 　電話番号 X 13
　

15 　ＦＡＸ番号 X 13
　

16 　 連絡担当者
　

17 　氏名 Ｎ 10

18 　 　電話番号 X 13
　

19 　ＦＡＸ番号 X 13
　

20 予備 X 　
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バルク容器データ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 804

2 　 共通バーコードラベル   

3 　 　事業者コード X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

4 　 　連番 9 7
　

5 　 バルク容器刻印番号 　 　

6 　 　バルク容器記号 X 3

7 　 　バルク容器番号 9 5

8 　 　予備 X 2

9 　 事業者バーコード
ラベル

X 20
事業者使用のバーコードＮＯ．

10 　 バーコード有効桁数 9 2

11 　 バーコード規格区分 X 1
１．ＮＷ－７、２．ＣＯＤＥ３９、３．ＪＡＮ、４．その他

12 　 容器整理番号 X 12
事業者の整理番号

13 　 容器容量 9 4
　

14 容器種類 9 1
　

15 重量 9 4
　

16 製造年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

17 検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

18 充てん期限日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

19 廃棄年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20 　 廃棄理由コード 9 1
　

21 　 バルク容器所有者 　 　

22 　 　事業所コード X 5

23 　 　バルク容器所有者 X 10

24 　 　所有者コード
　有効桁数

9 2

25 バルク容器
使用者コード

9 10
　

26  バルク容器
占有者コード

9 10

27  配送センター  

28  　事業者コード X 5

29 　 　配送センターコード X 5

30 　 貯槽管理番号 Ｎ 10
和暦下２桁、製造場所、連番

31 　 ガス種 9 1
１．プロパン、２．ブタン、３．オート、４．その他

32 　 今回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

33 削除日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34  データ区分 9 1

１：登録　２：修正　３：削除
35  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
36  更新年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
37  更新時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁  

 



 26 

バルク顧客更新データ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 805

2 　 事業者コード X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

3 　 顧客コード X 20

4 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20
　

5 　 顧客氏名（カナ） X 20

6 　 郵便番号 X 8

7 　 県市町村コード 9 5

8 　 顧客住所１ Ｎ 30

9 　 顧客住所２ Ｎ 30
　

10 　 顧客電話番号 X 13

11 　 顧客ＦＡＸ番号 X 13
　

12 　 地図情報 X 10
　

13 　 顧客バーコード X 20
　

14 配送センターコード
（受託側）

X 20
　

15 保安センターコード
（受託側）

X 20
　

16 販売区分 9 1
１．メーター売り、２．重量売り

17 供給形態 9 1
１．一般供給、２．集合供給（親）、３．集合供給（子）

18 使用形態 9 1
１．交互使用、２．同時使用、３．一本立ち、４．予備

19 バルク設置数 9 2
　

20 削除日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

21  サブネーム Ｎ 10

22  親顧客コード X 20
供給形態が集合（子）の場合の親顧客コード

23  データ区分 9 1
１．登録、２．修正、３．削除

24  販売店コード X 10

25 　 メータ交換 　 　
　

26 　 　メータ交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

27 　 　旧メーター指針 9 6
小数点以下１位

28 　新メーター指針 9 6
小数点以下１位

29  充てん担当者 X 5
　

30 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

31  更新年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32  更新時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁  
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バルク充てん指示データ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 816

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 　 担当者コード X 5
　

17 　 バルクローリー車番 X 8
　

18 バルク容器設置番号 9 2

19 バルク容器設置数量 9 2

20 貯槽管理番号 Ｎ 10

21 バルク容器刻印番号

22 　バルク容器記号 X 3

23 　バルク容器番号 9 5

24 　予備 X 2

25 事業者バーコードラベ
ル

X 20
事業者使用のバーコードＮＯ

26 バーコード有効桁数 9 2

27 バーコード規格区分 9 1

28 設置バルク容器容量 9 4
ＫＧ

29 設置区分 X 1
１：地上、２：地下

30 設置バルク容器種類 X 1

31 　 充填予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32 　 充填区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

33 サイクル日数 9 3
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34  前々回充てん日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
35 前々回充てん数量 9 5

小数点以下1位・Kg
36  前々回充てん時指針 9 6

小数点以下１位
37 前々回車番 X 8

38  前回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

39 前回充てん数量 9 5
小数点以下１位・Kg

40  前回充てん時指針 9 6
小数点以下１位

41 前回車番 X 8

42 　 次回充てん予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝2桁

43  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

44  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

45 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

46 バージョンNO 9 1
０～９

47 鍵の有無 ｘ 1
有り＝１、無し＝０

48 コメント Ｎ 30
設置場所の制約等

49  　 　 　
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充てん結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ８１７

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13

15 　 地図情報 X 10
　

16 担当者コード X 5

17 　 バルクローリー車番 X 8
　

18 　 バルク容器設置番号 9 2
　

19 　 バルク容器設置数量 9 2
 

20 　 貯槽管理番号 N 10
和暦下２桁、製作場所、連番

21 　 バルク容器刻印番号   
　

22 　バルク容器記号 X 3
　

23 　バルク容器番号 9 5
　

24 　予備 X 2
　

25 事業者バーコードラベ
ル

X 20
事業者使用のバーコードＮＯ．

26 　 バーコード有効桁数 9 2
　

27 　 バーコード規格区分 9 1
　

28 　 設置バルク容器容量 9 4
Ｋｇ

29 　 設置区分 X 1
１：地上、２：地下

30 　 設置バルク容器種類 X 1
　

31 　 充てん予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32 　 充てん区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

33 　 サイクル日数 9 3
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34 　 前々回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

35 　 前々回充てん数量 9 5
小数点以下1位・Kg

36 　 前々回充てん時指針 9 6
小数点以下１位

37 　 前々回車番 X 8
　

38 前回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

39 前回充てん数量 9 5
小数点以下１位・Ｋｇ

40  前回充てん時指針 9 6
小数点以下１位

41 　 前回車番 X 8

42 　 次回充てん予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

43 　 充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

44 　 充てん開始時間 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

45 　 充てん終了時間 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

46 　 充てん前の液面計 9 5
小数点以下１位

47 　 充てん後の液面計 9 5
小数点以下１位

48 　 充てん前の圧力 9 4
小数点以下1位・Mpa

49 　 充てん後の圧力 9 4
小数点以下1位・Mpa

50 　 充てん数量 9 5
小数点以下１位・Ｋｇ

51 　 充てん時指針 9 6
小数点以下１位

52 受領確認印 X 1

53 前充てん地点からの距
離

9 4
小数点以下１位

54 前充てん地点からの時
間

9 4
分

55 次回充てん指示日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

56 次回充てん指示量 9 5
小数点以下１位

57 次回充てんサイクル日 9 3
　

58 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

59 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

60 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

61 　 バージョンNO 9 1
０～９

62 　 　   

63  　   
　

64  　   
　

65  　   
　  

 

 



 31 

バルク検針データ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 818

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード、以下受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード、以下委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

13 　 今回指針 9 6
小数点以下１位

14 　 使用量 9 6
小数点以下１位

15 　 メーター交換区分 X 1
１．良、２．否

16 　 メーター交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

17 　 メーター交換前指針 9 6
小数点以下１位

18 メーター交換後指針 9 6
小数点以下１位

19  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

21 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

22 バージョンNO 9 1
０～９

23  　 　 　
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供給設備点検データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 819

2 　 受託事業者コード X 20

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 委託事業者コード X 20

5 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8

7 同報正副区分 9 1

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 　 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 保安点検担当者コード X 5

12 　 保安点検日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

13 点検種類 9 1
0：供給開始時、１：毎月、２：充てん時、３：６ヶ月

14 　 ー保安点検項目ー 　 　
４：１年、５：２年、６：４年、７：１０年

15 　 　　項目１ 9 2
別紙の項目番号を設定

16 　 　　項目２ 9 2
別紙の項目番号を設定

17 　 　　項目３ 9 2
別紙の項目番号を設定

18 　 　　項目４ 9 2
別紙の項目番号を設定

19 　 　　項目５ 9 2
別紙の項目番号を設定

20 　 　　項目６ 9 2
別紙の項目番号を設定

21 　　項目７ 9 2
別紙の項目番号を設定

22 　　項目８ 9 2
別紙の項目番号を設定

23 　　項目９ 9 2
別紙の項目番号を設定

24 　　項目１０ 9 2
別紙の項目番号を設定

25 　　項目１１ 9 2
別紙の項目番号を設定

26 　　項目１２ 9 2
別紙の項目番号を設定

27 　　項目１３ 9 2
別紙の項目番号を設定

28 　 　　項目１４ 9 2
別紙の項目番号を設定

29 　 　　項目１５ 9 2
別紙の項目番号を設定

30 　 　　項目１６ 9 2
別紙の項目番号を設定

31  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁  
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33 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

34 バージョンNO 9 1
０～９

35  　 　 　
　

36

37

38
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№ 点    検    項    目
1 　火気との距離

2 　貯槽、附属機器のガス漏れ

3 　バルク貯槽の設置場所

4 　バルブ・集合装置・供給管の腐食、割れ

5 　調整器の腐食・割れ・ねじの緩み

6 　調整器の能力

7 　充填期限

8 　充填前残液量

9 　安全弁の元弁・レインキャップ

10 　警戒標等の掲示

11 　バルク貯槽の取付状態

12 　バルク貯槽の周囲の状況

13 　バルブの開閉状態

14 　ガス漏れ警報器の設置状態

15 　カップリング及び接続部のガス漏れ

16 　バルク貯槽上部の重量物

17 　ガスの滞留場所

18 　バルク貯槽間距離（３トン以上）

19 　ガスメーター漏えい確認

20 　

21

22 　

23 　

24 　

25 　

バルク受入設備の充てん時点検項目

 



 35 

管理ファイル（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 事業者コード

（委託側）
X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

2 　 事業所コード
（委託側）

X 20
　

3 　 事業者コード
（受託側）

X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

4 　 事業所コード
（受託側）

X 20
　

5 　 送信サイクル 9 1
　

6 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

7 　 受信サイクル 9 1
　

8 　 受信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

9 　 備考 X 40

10 　 　 　 　

11 　 　 　 　
　

12 　 　 　 　
　

13 　 　 　
　

14  　 　 　
　

15  　 　 　
　

16  　 　 　
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送受信ログデータ（ＣＳＶ形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 事業者コード

（委託側）
X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

2 　 事業者コード
（受託側）

X 20 上5桁卸協コード、以降委託事業者内部コード

3 　 フラグ 9 1
１：送信、２：受信

4 　 データ作成日付 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

5 　 データ作成時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

6 　 送受信日付 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

7 　 送受信開始時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

8 　 識別番号 9 3

9 　 件数 9 6

10 　 備考 X 40

11 　 　 　 　
　

12 　 　 　 　
　

13 　 　 　
　

14  　 　 　
　

15  　 　 　
　

16  　 　 　
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（５）シリンダー共通フォーマットレイアウト（平成１８年５月改訂版） 

シリンダー顧客データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０１

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 顧客氏名（カナ） X 20

13 郵便番号 X 8

14 県市町村コード 9 5

15 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

16 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

17 　 顧客電話番号 X 13
　

18 顧客FAX番号 X 13

19 　 地図情報 X 10

20 顧客バーコード X 20

21 配送ｾﾝﾀｰコード X 20

22 保安ｾﾝﾀｰコード X 20

23 　 販売区分 9 1
１．メーター販売　２．重量販売

24 　 供給形態 9 1
１．一般供給　２．集合供給（親）　３．集合供給（子）

25 使用形態 9 1
１．交互使用　２．同時使用　３．１本立ち　４．予備あり

26 配送区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

27 設置容器１容量１ 9 3
ＫＧ

28 設置容器１数量１ 9 3
本

29 設置容器１容量２ 9 3
ＫＧ

30 設置容器１数量２ 9 3
本

31 設置容器１容量３ 9 3
ＫＧ

32 設置容器１数量３ 9 3
本  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
33 削除日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
34 サブネーム Ｎ 10

35 親顧客コード X 20
供給形態が集合（子）の場合の親の顧客コード

36 データ区分 9 1
１．登録　２．修正　３．削除

37 販売店コード X 10

38 設置容器２容量１ 9 3
ＫＧ

39 設置容器２数量１ 9 3
本

40 設置容器２容量２ 9 3
ＫＧ

41 設置容器２数量２ 9 3
本

42 設置容器２容量３ 9 3
ＫＧ

43 設置容器２数量３ 9 3
本

44 　 メーター交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

45 　 旧メーター指針 9 6
小数点以下１位

46 新メーター指針 9 6
小数点以下１位

47  配送担当者コード 9 5
　

48  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

49  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

50 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

51 バージョンNO 9 1
０～９

52 鍵の有無 ｘ 1
有り＝１、無し＝０

53 コメント Ｎ 30
設置場所の制約等

54  　 　 　
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シリンダー顧客データ・更新（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０２

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

12 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

13 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

14 バージョンNO 9 1
０～９

15 　 修正区分 9 1 ２．修正　３．削除

16 　 修正項目NO 9 2

17 　 修正項目データタイプ X 1 ９＝数字項目、Ｘ＝半角タイプ項目、Ｎ＝全角タイプ項目

18 修正項目データ長 9 2
Ｎ＝タイプは１文字２バイト

19 　 修正項目 X 64

20  　 　 　
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集中監視委託データ１（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０３

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード１ X 20

9 同報通知事業者コード２ X 20

10 同報通知事業者コード３ X 20

11 　 変更種別 9 1 ０：新規　１：変更　２：削除

12 事業者コード 9 15

13 事業者分類コード 9 5

14 管轄所コード 9 15

15 　 管轄所分類コード 9 5

16 　 顧客コード 9 15

17 　 後方コード 9 20
　

18 登録種別 9 2 ０１：戸建　１０：集合（親）　１１：集合（子）
２０：特小無線（親）　２１：特小無線(子）
３０：集中伝送盤(親）　３１：集中伝送盤(子）

19 　 通信電話番号 X 16
市外局番-市内局番-番号

20 ＮＣＵ選択番号 9 1
０～９（ＮＲＳ選択信号/呼出信号種別）

21 ＩＰアドレス X 15

22 親機接続ポート 9 2
登録種別が集中伝送盤・特小無線（子）の場合使用

23 　 電話回線種別 9 1 ０：ｱﾅﾛｸﾞＮＲ　１：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回線　２：ＰＨＳ　３：ＰＤＣ-Ｐ
４：ｱﾅﾛｸﾞﾘﾝｷﾞﾝｸﾞ

24 　 発呼受信回線種別 9 1
０：通常　１：フリーダイヤル

25 ＮＣＵクラスＩＤ 9 3
　

26 ＮＣＵメーカ番号 9 2
　

27 ＮＣＵ型式番号 X 10
　

28 ＮＣＵ製造番号 X 9
　

29 ＮＣＵ取付日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

30 ＮＣＵ管理権有無 9 1
０：無し　１：有り

31 ＮＣＵ管理ポートＩＤ X 22
　

32 ＮＣＵ接点端子ＩＤ１ X 22
　

33 ＮＣＵ接点端子コード１ 9 2
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34 ＮＣＵ接点端子ＩＤ２ X 22

35 ＮＣＵ接点端子コード２ 9 2
　

36 ＮＣＵ接点端子ＩＤ３ X 22
　

37 ＮＣＵ接点端子コード３ 9 2

38 ＮＣＵ接点端子ＩＤ４ X 22
　

39 ＮＣＵ接点端子コード４ 9 2
　

40 ＮＣＵ接点端子ＩＤ５ X 22
　

41 ＮＣＵ接点端子コード５ 9 2
　

42 ＮＣＵ接点端子ＩＤ６ X 22
　

43 ＮＣＵ接点端子コード６ 9 2
　

44 　 ＮＣＵ接点端子ＩＤ７ X 22
　

45 　 ＮＣＵ接点端子コード７ 9 2
　

46 ＮＣＵ接点端子ＩＤ８ X 22
　

47  ＮＣＵ接点端子コード８ 9 2
　

48 ＮＣＵ接点端子ＩＤ９ X 22

49 ＮＣＵ接点端子コード９ 9 2

50 ＮＣＵ接続機器ポート 9 2

51 ＮＣＵ接続機器ポートＩＤ X 22

52 ＮＣＵ子機呼出名称 X 12

53 接続機器クラスＩＤ 9 3

54 接続機器型識別番号 9 2

55 接続機器ＩＤ X 22

56 接続機器親機呼出名称 X 12

57 接続機器接点端子コード 9 2

58 接続機器メーカ番号 9 2

59 接続機器型式番号 X 10

60 接続機器製造番号 X 9

61 接続機器型号数 X 4

62 接続機器取付日 9 8 西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
メータの場合は年月＝４桁

63 顧客氏名１ Ｎ 30
カタカナ

64 顧客氏名２ Ｎ 30
漢字

65 郵便番号 X 8
ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

66 住所情報１ Ｎ 30
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67 住所情報２ Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

68 住所情報３ Ｎ 30

69 連絡先電話番号１ X 16
市外局番-市内局番-番号

70 連絡先電話番号２ X 16
市外局番-市内局番-番号

71 Ｅメールアドレス X 50

72 連絡先情報１ Ｎ 60

73 連絡先情報２ Ｎ 60

74 連絡先情報３ Ｎ 60

75 コメント Ｎ 120

76 地図番号 X 15

77 配送業者事業者コード X 15

78 配送業者管轄所コード X 15

79 施工業者事業者コード X 15

80 施工業者管轄所コード X 15

81 設置容器種別 9 1
０：ボンベ　１：バルク　２：ボンベ・バルク併用

82 自動切換器有無 9 1
０：無し　１：有り

83 総監視容量 9 6
Ｋｇ

84 設置ボンベ容器種別１ 9 3
Ｋｇ

85 設置ボンベ容器本数１ 9 3
本

86 設置ボンベ容器種別２ 9 3
Ｋｇ

87 設置ボンベ容器本数２ 9 3
本

88 設置ボンベ容器種別３ 9 3
Ｋｇ

89 設置ボンベ容器本数３ 9 3
本

90 設置バルク容器種別１ 9 5
Ｋｇ

91 設置バルク容器基数１ 9 3
基数

92 設置バルク容器種別２ 9 5
Ｋｇ

93 設置バルク容器基数２ 9 3
基数

94 警報器接続有無 9 1
０：無し　１：有り

95 警報器メーカ 9 2

96 警報器型式 X 10

97 警報器製造番号 X 9

98 警報器交換期限 9 4
年月

99 検針区分 9 1
０：日程別　１：指定日　２：一括　  
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100 検針日程 9 2
０１～２８日

101 検針通信方式 9 1 ０：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ　１：発呼
２：発呼/ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ併用

102 毎日検針有無 9 1
０：しない　１：する

103 検針許容日数 9 2
００～９９

104 次回検針日設定有無 9 1
０：無し　１：有り

105 検針時通信機器クラスＩＤ１ 9 3

106 検針通信内容パターン１ 9 4

107 検針時通信機器クラスＩＤ２ 9 3

108 検針通信内容パターン２ 9 4

109 検針時通信機器クラスＩＤ３ 9 3

110 検針通信内容パターン３ 9 4

111 メータ小数点情報 9 1
４～６（パルスメータのみ５～８）

112 開通状態 9 1
０：未開通　１：１次開通　２：２次開通

113 サービス管理 9 1
０：サービス停止中　１：サービス中

114 配信コード 9 4

115 ＭＡＰ配信コード 9 4

116 供給センター加入フラグ 9 1
０：加入　１：未加入

117  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

118  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

119 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

120 バージョンNO 9 1
０～９

121  　 　 　
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シリンダー集中監視委託データ２・更新（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０４

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

12 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

13 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

14 バージョンNO 9 1
０～９

15 　 修正区分 9 1 ２．修正　３．削除

16 　 修正項目NO 9 3

17 　 修正項目データタイプ X 1 ９＝数字項目、Ｘ＝半角タイプ項目、
Ｎ＝全角タイプ項目

18 修正項目データ長 9 3
Ｎ＝タイプは１文字２バイト

19 　 修正項目 X 256

20  　 　 　
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シリンダー検針委託データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０５

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 検針担当者コード X 5

17 検針予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

18 検針予定指針 9 6
小数点以下１位

19 検針区分 Ｘ
１．自動検針　２．ハンディ　３．伝票　９．その他

20 前回検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

21 前回検針指針 9 6
小数点以下１位

22 メータ交換区分 X 1
１．良　２．否

23 メータ交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

24 メータ交換前指針 9 6
小数点以下１位

25 メータ交換後指針 9 6
小数点以下１位

26 　 配送担当者コード X 5
　

27 　 配送予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

28 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

29 配送区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

30 引上げ予定容器容量１ 9 3
ＫＧ

31 引上げ予定容器数量１ 9 3
本

32 引上げ予定容器容量２ 9 3
ＫＧ

33 引上げ予定容器数量２ 9 3
本  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 引上げ予定容器容量３ 9 5

ＫＧ
35 引上げ予定容器数量３ 9 3

本
36 納入予定容器容量１ 9 3

ＫＧ
37 納入予定容器数量１ 9 3

本
38 納入予定容器容量２ 9 3

ＫＧ
39 納入予定容器数量２ 9 3

本
40 納入予定容器容量３ 9 3

ＫＧ
41 納入予定容器数量３ 9 3

本
42 　 前回配送日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
43 　 前回指針 9 6

小数点以下１位
44 配送指示回数 9 1

　
45  前々回配送日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
46  前々回配送時指針 9 6

小数点以下１位
47 　 次回配送予定日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝2桁
48 ガス切れ予定指針 9 6

小数点以下１位
49  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
50  送信年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
51 送信時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁
52 バージョンNO 9 1

０～９
53 鍵の有無 ｘ 1

有り＝１、無し＝０
54 コメント Ｎ 30

設置場所の制約等
55  　 　 　
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シリンダー充てん依頼データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０６

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 ダミー X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 ダミー X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 共通バーコードラベル X 20

12 　 容器刻印番号  　

13 　 　容器記号 X 3

14 　 　容器番号 9 5
　

15 　 　予備 X 2

16 事業者バーコードラベ
ル

X 20
事業者使用のバーコードNO

17 バーコード有効桁数 9 2
　

18 バーコード規格区分 X 1
１．NW-７　２．CODE39　３．JAN　４．その他

19 容器整理番号 X 12
事業者の整理番号

20 容器容量 9 4
小数点以下１位

21 容器区分 9 1
１．普通　２．ｻｲﾎﾝ　３．ｱﾙﾐ　４．FRP　５．その他

22 風袋重量 9 4
小数点以下１位

23 製造年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

24 検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

25 充てん期限日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

26 　 底面検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

27 容器所有者コード X 20
　

28 容器使用者コード X 20
　

29 容器占有者コード X 20
　

30 充てん所コード X 20
　

31 製造時質量 9 4
小数点以下１位

32 内容量 9 4
小数点以下１位

33 ガス種 9 1
１．プロパン　２．ブタン　３．オート　４．その他  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 データ区分 9 1

１．登録　２．修正　３．削除
35  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
36  送信年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
37 送信時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁
38 バージョンNO 9 1

０～９
39  　 　 　
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シリンダー配送委託データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 707

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 　 担当者コード X 5
　

17 　 配送予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

18 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 配送区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

20 引上げ予定容器容量１ 9 3
ＫＧ

21 引上げ予定容器数量１ 9 3
本

22 引上げ予定容器容量２ 9 3
ＫＧ

23 引上げ予定容器数量２ 9 3
本

24 引上げ予定容器容量３ 9 3
ＫＧ

25 引上げ予定容器数量３ 9 3
本

26 納入予定容器容量１ 9 3
ＫＧ

27 納入予定容器数量１ 9 3
本

28 納入予定容器容量２ 9 3
ＫＧ

29 納入予定容器数量２ 9 3
本

30 納入予定容器容量３ 9 3
ＫＧ

31 納入予定容器数量３ 9 3
本

32 　 前回配送日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

33 　 前回指針 9 6
小数点以下１位  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 配送指示回数 9 1

　
35  前々回配送日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
36  前々回配送時指針 9 6

小数点以下１位
37 　 次回配送予定日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝2桁
38 ガス切れ予定指針 9 6

小数点以下１位
39  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
40  送信年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
41 送信時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁
42 バージョンNO 9 1

０～９
43 鍵の有無 ｘ 1

有り＝１、無し＝０
44 コメント Ｎ 30

設置場所の制約等
45  　 　 　
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シリンダー設置済容器データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０８

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 委託事業者顧客コード X 20

4 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

5 　 受託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 　 担当者コード X 5
　

17 　 配送予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

18 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 配送区分 9 1
１．サイクル、２．予測、３．日指定、４．その他

20 枚目 9 2

21 枚数 9 2

22 容器刻印記号1 ｘ 3
　　

23 容器刻印番号１ 9 5
　

24 容器刻印予備１ ｘ 2
　

25 事業者バーコードラベ
ル１

ｘ 20
　

26 バーコード有効桁数1 9 2
　

27 バーコード規格区分1 9 1
１：ＮＷ－７　２：ＣＯＤＥ３９　３：ＪＡＮ　４：その他

28 容器容量１ 9 4
小数点以下１位

29 容器刻印記号２ ｘ 3
　

30 容器刻印番号２ 9 5
　

31 容器刻印予備２ ｘ 2
　

32 事業者バーコードラベ
ル２

ｘ 20
　

33 バーコード有効桁数２ 9 2
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 　 バーコード規格区分２ 9 1

１：ＮＷ－７　２：ＣＯＤＥ３９　３：ＪＡＮ　４：その他
35 　 容器容量２ 9 4

小数点以下１位
36 容器刻印記号３ ｘ 3

　
37  容器刻印番号３ 9 5

　
38  容器刻印予備３ ｘ 2

　
39 　 事業者バーコードラベ

ル３
ｘ 20

　
40 バーコード有効桁数３ 9 2

　
41 バーコード規格区分３ 9 1

１：ＮＷ－７　２：ＣＯＤＥ３９　３：ＪＡＮ　４：その他
42 容器容量３ 9 4

小数点以下１位
43 容器刻印記号４ ｘ 3

　
44 容器刻印番号４ 9 5

　
45 容器刻印予備４ ｘ 2

　
46 事業者バーコードラベ

ル４
ｘ 20

　
47 バーコード有効桁数４ 9 2

　
48 バーコード規格区分４ 9 1

１：ＮＷ－７　２：ＣＯＤＥ３９　３：ＪＡＮ　４：その他
49 容器容量４ 9 4

小数点以下１位
50  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
51  送信年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
52 送信時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁
53 バージョンNO 9 1

０～９
54  　 　 　
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シリンダー容器情報データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７０９

2 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

3 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業社内部コード

4 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

5 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

6 同報通知事業者コード
１

X 20

7 同報通知事業者コード
２

X 20

8 同報通知事業者コード
３

X 20

9 　 共通バーコードラベル X 20

10 　 容器刻印番号  　

11 　 　容器記号 X 3

12 　 　容器番号 9 5
　

13 　 　予備 X 2

14 事業者バーコードラベ
ル

X 20
事業者使用のバーコードNO

15 バーコード有効桁数 9 2
　

16 バーコード規格区分 X 1
１．NW-７　２．CODE39　３．JAN　４．その他

17 容器整理番号 X 12
事業者の整理番号

18 容器容量 9 4
小数点以下１位

19 容器区分 9 1
１．普通　２．ｻｲﾎﾝ　３．ｱﾙﾐ　４．FRP　５．その他

20 風袋重量 9 4
小数点以下１位

21 製造年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

22 検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

23 充てん期限日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

24 　 底面検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

25 　 廃棄年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

26 廃棄事由コード 9 2
01．検査不良　02．腐食　03．変形　04．その他

27 容器所有者コード X 20
　

28 容器使用者コード X 20
　

29 容器占有者コード X 20
　

30 充てん所コード X 20
　

31 製造時質量 9 4
小数点以下１位

32 内容量 9 4
小数点以下１位

33 ガス種 9 1
１．プロパン　２．ブタン　３．オート　４．その他  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 今回充てん日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁
35 削除日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁
36 データ区分 9 1

１．登録　２．修正　３．削除
37  作成年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
38  送信年月日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
39 送信時刻 9 6

時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁
40 バージョンNO 9 1

０～９
41  　 　 　
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シリンダー検針結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 710

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業社内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に委託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13
　

15 　 地図情報 X 10

16 検針担当者コード X 5

17 検針予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

18 検針予定指針 9 6
小数点以下１位

19 検針区分
１．自動検針　２．ハンディ　３．伝票　９．その他

20 前回検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

21 前回検針指針 9 6
小数点以下１位

22 今回検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

23 今回検針指針 9 6
小数点以下１位

24 今回使用量 9 6
小数点以下１位

25 今回検針者コード X 5

26 メータ交換区分 X 1
１．良　２．否

27 メータ交換日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁､日＝２桁

28 メータ交換前指針 9 6
小数点以下１位

29 メータ交換後指針 9 6
小数点以下１位

30  作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

31  送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝2桁

33 バージョンNO 9 1
０～９  
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充てん結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７２０

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 共通バーコードラベル X 20

12 　 容器刻印番号 　 　

13 　 　容器記号 X 3

14 　 　容器番号 9 5

15 　 　予備 X 2
　

16 事業者バーコードラベ
ル

X 20
事業者使用のバーコードNO

17 　 バーコード有効桁数 9 2
　

18 　 バーコード規格区分 X 1
1.NW-７　２．CODE39　３．JAN　４．その他

19 　 容器整理番号 X 12
事業者の整理番号

20 　 容器容量 9 4
小数点以下１位

21 　 容器区分 9 1
1.普通　２．ｻｲﾎﾝ　３．アルミ　４．FRP　５．その他

22 風袋重量 9 4
小数点以下１位

23 製造年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

24 検査年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

25 充てん期限日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

26 　 底面検査日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

27 廃棄年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

28 廃棄事由コード 9 2
01．検査不良　02．腐食　03．変形　04．その他

29 容器所有者コ－ド X 20
　

30 容器使用者コード X 20
　

31 容器占有者コード X 20
　

32 充てん所コード X 20
　

33 ガス種 9 1
１．プロパン　２．ブタン　３．オート　４．その他  
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34 残ガス量 9 4
小数点以下１位

35 充てん量 9 4
小数点以下１位

36 充てんフラグ 9 1
１．正常充てん　２．期限切れ

37 前回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

38 今回充てん日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

39 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

40 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

41 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

42 　 バージョンNO 9 1
０～９

43 　 　   

44  　   
　

45  　   
　

46  　   
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配送結果データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 730

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13

15 　 地図情報 X 10
　

16 担当者コード X 5

17 　 配送日予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

18 　 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 　 配送日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20 　 配送日指針 9 6
小数点以下１位

21 　 引上げ容器容量１ 9 3
ＫＧ

22 引上げ容器数量１ 9 3
本

23 引上げ容器容量２ 9 3
ＫＧ

24 引上げ容器数量２ 9 3
本

25 引上げ容器容量３ 9 3
ＫＧ

26 　 引上げ容器数量３ 9 3
本

27 納入容器容量１ 9 3

28 納入容器数量１ 9 3

29 納入容器容量２ 9 3

30 納入容器数量２ 9 3

31 納入容器容量３ 9 3

32 納入容器数量３ 9 3

33 次回配送指示日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁  



 59 

 

34 次回配送指示日指針 9 6
小数点以下１位

35 次回配送サイクル日 9 3
　

36 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

37 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

38 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

39 　 バージョンNO 9 1
０～９

40 　 　   

41  　   
　

42  　   
　

43  　   
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引上げ容器データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 740

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13

15 　 地図情報 X 10
　

16 担当者コード X 5

17 　 配送日予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

18 　 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 　 配送日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20 　 配送日指針 9 6
小数点以下１位

21 枚目 9 2

22 枚数 9 2

23 　 引上げ容器刻印記号１ x 3
 

24 引上げ容器刻印番号１ 9 5
 

25 引上げ容器刻印予備１ x 2
 

26 事業者バーコードラベ
ル１

x 20
 

27 バーコード有効桁数１ 9 2
 

28 　 バーコード規格区分１ 9 1
 

29 引上げ容器容量１ 9 4
小数点以下１位

30 引上げ容器刻印記号２ x 3

31 引上げ容器刻印番号２ 9 5

32 引上げ容器刻印予備２ x 2

33 事業者バーコードラベ
ル２

x 20
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34 バーコード有効桁数２ 9 2

35 バーコード規格区分２ 9 1
　

36 引上げ容器容量３ 9 4
小数点以下１位

37 引上げ容器刻印記号３ x 3
　

38 引上げ容器刻印番号３ 9 5

39 引上げ容器刻印予備３ x 2

40 事業者バーコードラベ
ル３

x 20

41 バーコード有効桁数３ 9 2

42 バーコード規格区分３ 9 1

43 引上げ容器容量３ 9 4
小数点以下１位

44 引上げ容器刻印記号４ x 3

45 引上げ容器刻印番号４ 9 5

46 引上げ容器刻印予備４ x 2

47 事業者バーコードラベ
ル４

x 20

48 バーコード有効桁数４ 9 2

49 バーコード規格区分４ 9 1

50 引上げ容器容量４ 9 4
小数点以下１位

51 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

52 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

53 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

54 　 バージョンNO 9 1
０～９

55 　 　   

56  　   
　

57  　   
　

58  　   
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納入容器データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 750

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 顧客氏名（漢字） Ｎ 20

12 　 顧客住所１（漢字） Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

13 　 顧客住所２（漢字） Ｎ 30

14 　 顧客電話番号 X 13

15 　 地図情報 X 10
　

16 担当者コード X 5

17 　 配送日予定日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

18 　 配送予定指針 9 6
小数点以下１位

19 　 配送日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

20 　 配送日指針 9 6
小数点以下１位

21 枚目 9 2

22 枚数 9 2

23 　 納入容器刻印記号１ x 3
 

24 納入容器刻印番号１ 9 5
 

25 納入容器刻印予備１ x 2
 

26 事業者バーコードラベ
ル１

x 20
 

27 バーコード有効桁数１ 9 2
 

28 　 バーコード規格区分１ 9 1
 

29 納入容器容量１ 9 4
小数点以下１位

30 納入容器刻印記号２ x 3

31 納入容器刻印番号２ 9 5

32 納入容器刻印予備２ x 2

33 事業者バーコードラベ
ル２

x 20
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34 バーコード有効桁数２ 9 2

35 バーコード規格区分２ 9 1
　

36 納入容器容量３ 9 4
小数点以下１位

37 納入容器刻印記号３ x 3
　

38 納入容器刻印番号３ 9 5

39 納入容器刻印予備３ x 2

40 事業者バーコードラベ
ル３

x 20

41 バーコード有効桁数３ 9 2

42 バーコード規格区分３ 9 1

43 納入容器容量３ 9 4
小数点以下１位

44 納入容器刻印記号４ x 3

45 納入容器刻印番号４ 9 5

46 納入容器刻印予備４ x 2

47 事業者バーコードラベ
ル４

x 20

48 バーコード有効桁数４ 9 2

49 バーコード規格区分４ 9 1

50 納入容器容量４ 9 4
小数点以下１位

51 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

52 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

53 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

54 　 バージョンNO 9 1
０～９

55 　 　   

56  　   
　

57  　   
　

58  　   
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容器交換時等供給設備点検データ（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７６０

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業者内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 X 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード
１

X 20

9 同報通知事業者コード
２

X 20

10 同報通知事業者コード
３

X 20

11 　 保安点検担当者コード X 5

12 　 保安点検日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

13 　 容器関連 　 　

14 　 　屋外設置 9 1
１．良　２．否

15 　 　火気との距離 9 1
１．良　２．否

16 　腐食防止措置 9 1
１．良　２．否

17 　 　４０℃以下 9 1
１．良　２．否

18 　 　転落転倒防止 9 1
１．良　２．否

19 　 供給管関連 　 　
　

20 　 　調整器 9 1
１．良　２．否

21 　 　バルブ・ガス栓 9 1
１．良　２．否

22 　供給管・集合装置 9 1
１．良　２．否

23 　腐食防止措置 9 1
１．良　２．否

24 予備１ 9 1
　

25 予備２ 9 1
　

26 　 予備３ 9 1
　

27 予備４ 9 1
　

28 予備５ 9 1
　

29 予備６ 9 1
　

30 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

31 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

32 　 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

33 　 バージョンNO 9 1
０～９  
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シリンダー集中監視データ１（管理データ）（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７７０

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業社内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード１ X 20

9 同報通知事業者コード２ X 20

10 同報通知事業者コード３ X 20

11 　 送信ファイル作成日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

12 　 契約者コード 9 5
マスタ登録上の契約者コード

13 　 事業者コード 9 15
マスタ登録上の事業者コード

14 　 事業者分類コード 9 5
マスタ登録上の事業者分類コード

15 　 管轄者コード 9 15
マスタ登録上の管轄所コード

16 管轄所分類コード 9 5
マスタ登録上の管轄所分類コード

17 顧客コード 9 15
マスタ登録上の顧客コード

18 後方コード 9 20
マスタ登録上の後方コード

19 メータ種別 9 3
機器クラスＩＤ

20  メータＩＤ X 22
端末のＩＤの桁数に準拠

21  検針区分 9 1
０：日程別　１：指定日　２：一括

22 検針日程 9 2
０１～２８

23 検針通信方式 9 1
０：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ　１：発呼　２：併用

24 検針許容日数 9 2
００～９９

25 検針限界日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

26 メータ小数点情報 9 1
４～６（整数部の桁数）

27 当月検針日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

28 当月通信日時 9 12 西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁、時＝２桁、
分＝２桁

29 当月検針値 9 8
整数部６桁+小数部２桁（小数点無し）

30 当月バルク液面計値１ 9 3
０００～０９９％

31 当月バルク液面計値２ 9 8
リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）

32 当月検針値取得種別 9 1
０：検針不能　０以外は検針成功

33 当月検針値取得通信方式 9 1
０：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ　１：発呼  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 前月検針日 9 8

西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
35 前月通信日時 9 12 西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁、時＝２桁、

分＝２桁

36 前月検針値 9 8
整数部６桁+小数部２桁（小数点無し）

37 前月バルク液面計値１ 9 3
０００～０９９％

38 前月バルク液面計値２ 9 8
リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）

39 前月検針値取得種別 9 1
０：検針不能　０以外は検針成功

40 前月検針値取得通信方式 9 1
０：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ　１：発呼

41 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

42 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

43 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

44 バージョンＮＯ 9 1
０～９

45  　 　 　
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シリンダー集中監視データ２（緊急データ）（CSV形式）

№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
1 　 識別コード 9 3 ７８０

2 　 受託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降受託事業者内部コード

3 　 受託事業者顧客コード X 20

4 　 委託事業者コード X 20 上５桁卸協コード､以降委託事業社内部コード

5 　 委託事業者顧客コード X 20

6 管理番号 X 8 データ作成時に受託事業者が採番

7 同報正副区分 9 1 正＝０、副＝１

8 同報通知事業者コード１ X 20

9 同報通知事業者コード２ X 20

10 同報通知事業者コード３ X 20

11 　 送信ファイル作成日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

12 　 契約者コード 9 5
マスタ登録上の契約者コード

13 　 事業者コード 9 15
マスタ登録上の事業者コード

14 　 事業者分類コード 9 5
マスタ登録上の事業者分類コード

15 　 管轄者コード 9 15
マスタ登録上の管轄所コード

16 管轄所分類コード 9 5
マスタ登録上の管轄所分類コード

17 顧客コード 9 15
マスタ登録上の顧客コード

18 後方コード 9 20
マスタ登録上の後方コード

19 データ区分 9 1 ０：通報　１：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ毎日検針　２：随時　３：周
期     ４：一括随時

20  通報機器種別 9 3
機器クラスＩＤ

21  通報機器識別コード x 2
通報のあった端末の識別コード

22 通報機器ＩＤ x 22
通報のあった端末のＩＤ

23 通報センター受信日時 9 14
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁、時分秒＝６桁

24 通報事象発生日時 9 16 共通型NCU等年月日時分＝１０桁,
それ以外月日時分=８桁

25 通報内容 9 19
アラームデータ

26 通報種別１ 9 1
アラーム種別

27 通報番号１ 9 2
アラーム番号

28 接点端子コード１ 9 2
　

29 通報名称１ N 40
アラーム名称

30 通報番号２ 9 2
アラーム番号

31 接点端子コード２ 9 2
　

32 通報名称２ N 40
アラーム名称

33 通報番号３ 9 2
アラーム番号  
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№ 英字名 項目内容 タイプ 桁数 項目内容
34 接点端子コード３ 9 2

　
35 通報名称３ N 40

アラーム名称
36 通報番号４ 9 2

アラーム番号
37 接点端子コード４ 9 2

　
38 通報名称４ N 40

アラーム名称
39 通報番号５ 9 2

アラーム番号
40 接点端子コード５ 9 2

　
41 通報名称５ N 40

アラーム名称
42 メータ小数点情報 9 1

４～６（整数部の桁数）
43 指針値 9 8

整数部６桁＋小数部２桁（小数点無し）
44 総積算値 9 11

整数部７桁＋小数部４桁（小数点無し）
45 バルク液面計値１ 9 3

０００～０９９％
46 バルク液面計値２ 9 8

リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）
47 Ｑ０値 9 6

Ｋｃａｌ/ｈ
48 総監視容量 9 6

Ｋｇ
49 残量監視レベル１設定値１ 9 3

％
50 残量監視レベル１設定値２ 9 10

リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）
51 残量監視レベル２設定値１ 9 3

％
52 残量監視レベル２設定値２ 9 10

リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）
53 残量監視レベル３設定値１ 9 3

％
54 残量監視レベル３設定値２ 9 10

リットル（5bitの場合は上位４バイト有効）
55 処置入力完了フラグ 9 1

０：処置未完了　１：処置完了
56 監視員名 N 20

57 連絡相手 N 10

58 連絡内容 N 40

59 発生原因 N 40

60 作成年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

61 送信年月日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

62 送信時刻 9 6
時＝２桁、分＝２桁、秒＝２桁

63 バージョンＮＯ 9 1
０～９

64  　 　 　
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集中監視委託データ修正項目一覧表（CSV形式）

№ 修正項目ＮＯ 項目内容 タイプ データ長 項目内容
1

12
事業者コード X 15

2
13

事業者分類コード X 5

3
14

管轄所コード X 15

4
15

管轄所分類コード X 5

5
16

顧客コード X 15

6
17

後方コード X 20
　

7
18

登録種別 9 2 ０１：戸建　１０：集合（親）　１１：集合（子）
２０：特小無線（親）　２１：特小無線(子）
３０：集中伝送盤(親）　３１：集中伝送盤(子）

8
19

通信電話番号 X 16
市外局番-市内局番-番号

9
20

ＮＣＵ選択番号 9 1
０～９（ＮＲＳ選択信号/呼出信号種別）

10
21

ＩＰアドレス X 15

11
22

親機接続ポート 9 2
登録種別が集中伝送盤・特小無線（子）の場合使用

12
23

電話回線種別 9 1 ０：ｱﾅﾛｸﾞＮＲ　１：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回線　２：ＰＨＳ　３：ＰＤＣ-Ｐ
４：ｱﾅﾛｸﾞﾘﾝｷﾞﾝｸﾞ

13
24

発呼受信回線種別 9 1
０：通常　１：フリーダイヤル

14
25

ＮＣＵクラスＩＤ 9 3
　

15
26

ＮＣＵメーカ番号 9 2
　

16
27

ＮＣＵ型式番号 X 10
　

17
28

ＮＣＵ製造番号 X 9
　

18
29

ＮＣＵ取付日 9 8
西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁

19
30

ＮＣＵ管理権有無 9 1
０：無し　１：有り

20
31

ＮＣＵ管理ポートＩＤ X 22
　

21
32

ＮＣＵ接点端子ＩＤ１ X 22
　

22
33

ＮＣＵ接点端子コード１ 9 2
　

23
34

ＮＣＵ接点端子ＩＤ２ X 22

24
35

ＮＣＵ接点端子コード２ 9 2
　

25
36

ＮＣＵ接点端子ＩＤ３ X 22
　

26
37

ＮＣＵ接点端子コード３ 9 2

27
38

ＮＣＵ接点端子ＩＤ４ X 22
　

28
39

ＮＣＵ接点端子コード４ 9 2
　

29
40

ＮＣＵ接点端子ＩＤ５ X 22
　

30
41

ＮＣＵ接点端子コード５ 9 2
　

31
42

ＮＣＵ接点端子ＩＤ６ X 22
　

32
43

ＮＣＵ接点端子コード６ 9 2
　

33
44

ＮＣＵ接点端子ＩＤ７ X 22
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34
45

ＮＣＵ接点端子コード７ 9 2
　

35
46

ＮＣＵ接点端子ＩＤ８ X 22
　

36
47

ＮＣＵ接点端子コード８ 9 2
　

37
48

ＮＣＵ接点端子ＩＤ９ X 22

38
49

ＮＣＵ接点端子コード９ 9 2

39
50

ＮＣＵ接続機器ポート 9 2

40
51

ＮＣＵ接続機器ポートＩＤ X 22

41
52

ＮＣＵ子機呼出名称 X 12

42
53

接続機器クラスＩＤ 9 3

43
54

接続機器型識別番号 9 2

44
55

接続機器ＩＤ X 22

45
56

接続機器親機呼出名称 X 12

46
57

接続機器接点端子コード 9 2

47
58

接続機器メーカ番号 9 2

48
59

接続機器型式番号 X 10

49
60

接続機器製造番号 X 9

50
61

接続機器型号数 X 4

51
62

接続機器取付日 9 8 西暦年＝４桁、月＝２桁、日＝２桁
メータの場合は年月＝４桁

52
63

顧客氏名１ Ｎ 30
カタカナ

53
64

顧客氏名２ Ｎ 30
漢字

54
65

郵便番号 9 8
ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

55
66

住所情報１ Ｎ 30

56
67

住所情報２ Ｎ 30
２０（４０）桁から３０（６０）桁に訂正

57
68

住所情報３ Ｎ 30

58
69

連絡先電話番号１ X 16
市外局番-市内局番-番号

59
70

連絡先電話番号２ X 16
市外局番-市内局番-番号

60
71

Ｅメールアドレス X 50

61
72

連絡先情報１ Ｎ 60

62
73

連絡先情報２ Ｎ 60

63
74

連絡先情報３ Ｎ 60

64
75

コメント Ｎ 120

65
76

地図番号 X 15

66
77

配送業者事業者コード X 15
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67
78

配送業者管轄所コード X 15

68
79

施工業者事業者コード X 15

69
80

施工業者管轄所コード X 15

70
81

設置容器種別 9 1
０：ボンベ　１：バルク　２：ボンベ・バルク併用

71
82

自動切換器有無 9 1
０：無し　１：有り

72
83

総監視容量 9 6
Ｋｇ

73
84

設置ボンベ容器種別１ 9 3
Ｋｇ

 
 

設置ボンベ容器本数１ 9 3
本

 設置ボンベ容器種別２ 9 3
Ｋｇ

 
 

設置ボンベ容器本数２ 9 3
本

 
 

設置ボンベ容器種別３ 9 3
Ｋｇ

 
 

設置ボンベ容器本数３ 9 3
本

74
90

設置バルク容器種別１ 9 5
Ｋｇ

 
 

設置バルク容器基数１ 9 3
基数

 
 

設置バルク容器種別２ 9 5
Ｋｇ

 
 

設置バルク容器基数２ 9 3
基数

75
94

警報器接続有無 9 1
０：無し　１：有り

76
95

警報器メーカ 9 2

77
96

警報器型式 X 10

78
97

警報器製造番号 X 9

79
98

警報器交換期限 9 4
年月

80
99

検針区分 9 1
０：日程別　１：指定日　２：一括　

81
100

検針日程 9 2
０１～２８日

82
101

検針通信方式 9 1 ０：ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ　１：発呼
２：発呼/ｾﾝﾀｰﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ併用

83
102

毎日検針有無 9 1
０：しない　１：する

84
103

検針許容日数 9 2
００～９９

85
104

次回検針日設定有無 9 1
０：無し　１：有り

86
105

検針時通信機器クラスＩＤ１ 9 3

87
106

検針通信内容パターン１ 9 4

88
107

検針時通信機器クラスＩＤ２ 9 3

89
108

検針通信内容パターン２ 9 4

90
109

検針時通信機器クラスＩＤ３ 9 3

91
110

検針通信内容パターン３ 9 4
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92
111

メータ小数点情報 9 1
４～６（パルスメータのみ５～８）

93
112

開通状態 9 1
０：未開通　１：１次開通　２：２次開通

94
113

サービス管理 9 1
０：サービス停止中　１：サービス中

95
114

配信コード 9 4

96
115

ＭＡＰ配信コード 9 4

97
116

供給センター加入フラグ 9 1
０：加入　１：未加入

  　 　 　
　  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


